2.1.1 プロジェクト報告 by 富山大学理学部




  時間周波数領域における数理モデルの考察と数値解析（藤田景子, 上田肇一, 川部達哉） 
  コロンボの理論を用いた非線形波動方程式の解の特異性伝播に関する研究（出口英生） 
  多極子自由度を内包する土類新四元化合物 RTr2X2Al18 系の物質探索と新奇な極低温熱電特性の測定
系更新（桑井智彦） 
  カーボンナノチューブ中に包摂したカルコゲン鎖の構造・物性（池本弘之） 
  発光性金属錯体の合成および測定に関する環境整備（柘植清志）  
  二酸化炭素還元光錯体触媒の研究推進：合成実験環境の整備（大津英揮） 
  RNA 蛍光イメージャー装置の老朽化に伴う代替手法の開発支援（井川善也） 
  国際的研究拠点化を目指した魚類モデルによる生得的行動の脳制御機構に関する研究の継続的推進に
必要な機器類（ゲル撮影装置および電気泳動槽）の更新（松田恒平, 今野紀文, 中町智哉） 
  ウイルスベクターを用いた部位特異的遺伝子組換えによる睡眠覚醒神経回路の機能的マッピング（望
月貴年, 森岡絵里） 
  植物―昆⾍―共⽣細菌間相互作⽤研究における新規モデル⽣物の開発（𡈽𡈽田 努） 
  野生植物・薬用植物を対象とした植物細胞分類学的研究推進のための環境整備（佐藤杏子） 
  富山大学における国際宇宙ステーション「きぼう」日本実験棟を利用した宇宙植物学研究の推進 
（玉置大介, 唐原一郎, 蒲池浩之） 
  総合研究棟5階微量成分分析室 クリーンベンチの修繕（佐澤和人） 
  ヘリウム 同位体を用いた地球化学的研究に必要な質量分析装置の移設（鹿児島渉悟） 









2. Withコロナ時代に生き残る～地域に根差す大学の教育国際化推進事業（張 勁） 
3. 国際深海掘削計画（IODP）の研究推進（堀川恵司） 
4. 富山大学立山施設での研究教育環境の整備（島田 亙） 
5. KAGRAとの協力を活用した宇宙物理学の拠点形成（森脇喜紀, 山元一広, 小林かおり, 柿﨑 充, 廣島 渚, 
廣林茂樹, 長谷川昌也, 成行泰裕, Eun-Kyung Park） 
6. 分子変換技術を基軸とする光機能性素子の開発（林 直人, 岡田裕之, 柘植清志, 唐原一郎, 堀野良和, 大
津英揮, 岩村宗高, 松村茂祥, 吉野惇郎） 
7. COVID-19による産業活動停止時の越境大気汚染の環境影響評価（青木一真, 堀 雅裕） 
8. ひみラボにおけるウィズコロナ社会の中の教育・研究・普及啓発プログラムの開発（山崎裕治） 
9. 星大気中の CaH分子観測のための分光学的研究（小林かおり, 森脇喜紀） 
10. 「原初 RNA 生命体」を創発した局所環境・集積構造を探索するリボザイム人工進化（井川善也, 松村茂祥） 
11. オレキシンノックアウトマウスおよび昼行性ラットを用いた睡眠覚醒障害と季節性感情障害の解析（望月































 次に移設した粉末 X 線装置 XRD-6100において、新しい学生実験テーマを作成するため




















































国 使用したSNS 閲覧数 いいね数 共有/コメント数 




243 111 111 
ベトナム YouTube 119 5 5 
 
































• 2020年度日本地球化学会で口頭発表（野田ほか） 2020年 11月 19-21日 
• 2020年度日本地球環境史学会で口頭発表（野田ほか） 2020年 11月 26日 
• 2020 年度東京大学大気海洋研究所共同利用研究集会「微量元素・同位体を用いた海
洋生物地球化学研究の推進と新しい展開に向けて」で口頭発表 2021年3月 23-24日 
プロジェクト費用の使用内訳は以下のとおり． 
費目 使用額  
旅費 110,000 富山-京都（総合地球環境学研究所） 
分析機器利用負担金 180,000 MC-ICP-MS（総合地球環境学研究所） 
分析機器利用負担金 70,000 µXRFコアスキャナー（高知コアセンター） 
試薬類 140,000 高純度試薬，高純度Arガスなど 
合計 500,000  
 
  










































  Ambarish Pokhrel, Kimitaka Kawamura, Eri Tachibana, Bhagawati Kunwar, Kazuma Aoki:  
Alpine snowpit profiles of polar organic compounds from Mt. Tateyama central Japan: 
Atmospheric transport of organic pollutants with Asian dust, Atmospheric Environment, 244, 
117923, 2021, https://doi.org/10.1016/j.atmosenv.2020.117923. 
  Nakajima, T., Campanelli, M., Che, H., Estellés, V., Irie, H., Kim, S.-W., Kim, J., Liu, D., 
Nishizawa, T., Pandithurai, G., Soni, V. K., Thana, B., Tugjsurn, N.-U., Aoki, K., Hashimoto, 
M., Higurashi, A., Kazadzis, S., Khatri, P., Kouremeti, N., Kudo, R., Marenco, F., Momoi, M., 
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Ningombam, S. S., Ryder, C. L., and Uchiyama, A.: An overview and issues of the sky 
radiometer technology and SKYNET, Atmos. Meas. Tech., 13, 4195–4218, 2020, 
https://doi.org/10.5194/amt-13-4195-2020. 
  Momoi, M., Kudo, R., Aoki, K., Mori, T., Miura, K., Okamoto, H., Irie, H., Shoji, Y., Uchiyama, 
A., Ijima, O., Takano, M., and Nakajima, T.: Development of on-site self-calibration and retrieval 
methods for sky-radiometer observations of precipitable water vapor, Atmos. Meas. Tech., 13, 
2635–2658, https://doi.org/10.5194/amt-13-2635-2020, 2020. 
  南 銀河, 島田 亙、「氷河氷形成過程のその場観察 −水が介在した乾雪から氷河氷
への変態実験−」、雪氷北信越、40、p11-13、(2020). 
  鈴木歩空, 島田 亙, 飯田 肇、「雪えくぼの水平分布解析」、雪氷北信越、40、p14-15、
(2020). 
  青木一真：長期観測からわかるエアロゾルの光学的特性（東京理科大学総合研究院大
気科学研究部門第５回成果報告会、東京（オンライン）、2021年 3月 13日） 
  Aoki, K.: Study of influence of spatial and temporal variability of aerosol optical properties on in-
situ validation and climate change (Joint PI Workshop of Global Environment Observation 
Mission 2020: JAXA(オンライン), 2021.01.21) 
  鈴木歩空, 島田 亙, 竹内由香里, 勝島隆史、「十日町市で発生した雪えくぼの空間分布
解析」、2020年度日本雪氷学会全国大会、オンライン、2020年 11月 16 日 
  南 銀河, 島田 亙,「模擬積雪を用いた氷河氷形成過程のその場観察実験」、2020 年度
日本雪氷学会全国大会、オンライン、2020年 11月 18 日 
  その他報道（テレビ１件、ラジオ１件、新聞１件） 
  








山元一広(物理), 小林かおり(物理), 柿崎 充(物理), 廣林茂樹(工学部), 長谷川昌也(工学部), 
成行泰裕(人間発達科学部) , Eun-Kyung Park(国際機構) 
概要 
 
重力波検出プロジェクト KAGRA は,本年度 4月に初の国際共同観測 O3GKを行い, 2022
年に予定されている次の国際共同観測 04に向けて装置のアップグレードに取り組んでい


























 [A] 実験分野では， 
① 高出力レーザーの強度安定化の手法開発 





















































































































1. Ambarish Pokhrel, Kimitaka Kawamura, Eri Tachibana, Bhagawati Kunwar, 
Kazuma Aoki,:  Alpine snowpit profiles of polar organic compounds from Mt. 
Tateyama central Japan: Atmospheric transport of organic pollutants with 
Asian dust, Atmospheric Environment, 244, 117923, 2021, 
https://doi.org/10.1016/j.atmosenv.2020.117923. 
2. Nakajima, T., Campanelli, M., Che, H., Estellés, V., Irie, H., Kim, S.-W., 
Kim, J., Liu, D., Nishizawa, T., Pandithurai, G., Soni, V. K., Thana, B., 
Tugjsurn, N.-U., Aoki, K., Hashimoto, M., Higurashi, A., Kazadzis, S., 
Khatri, P., Kouremeti, N., Kudo, R., Marenco, F., Momoi, M., Ningombam, S. 
S., Ryder, C. L., and Uchiyama, A.: An overview and issues of the sky 
radiometer technology and SKYNET, Atmos. Meas. Tech., 13, 4195–4218, 2020, 
https://doi.org/10.5194/amt-13-4195-2020.（査読有）  
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3. Momoi, M., Kudo, R., Aoki, K., Mori, T., Miura, K., Okamoto, H., Irie, H., 
Shoji, Y., Uchiyama, A., Ijima, O., Takano, M., and Nakajima, T.: 
Development of on-site self-calibration and retrieval methods for sky-
radiometer observations of precipitable water vapor, Atmos. Meas. Tech., 






ü Aoki, K.,: Study of influence of spatial and temporal variability of 
aerosol optical properties on in-situ validation and climate change (Joint 
PI Workshop of Global Environment Observation Mission 2020: JAXA(オンラ
イン), 2021.01.21) 
ü 青木一真：海洋上のエアロゾルの光学的特性 MR21-01（Meeting for atmospheric 










































































































































で追跡する系も構築した。リボザイム RNA の合成と基質 RNA切断を一つの反応チュー
ブ中で同時に行い、異なる波長の蛍光を用いて同時モニタリングすることにも成功し
た。 

































































































いて検量線の傾きから、それぞれ 43 V/RIU、13 V/RIUであり、金ナノロッド粒子を修飾














0.8 V の電位を走引したところ，約 18.1 nm/V のLSPRピークのブルーシフトが確認でき
た。本センサーは既存の測定法では測定できなかった非水系溶媒の適用など，より幅広い
分野への展開が期待できる。 





































1. Ruiz-Gil, T., Acuña, J. J., Fujiyoshi, S., Tanaka, D., Noda, J., Maruyama, 
F., Jorquera, M. A✻. Airborne bacterial communities of outdoor environments 
and their associated influencing factors. Environ. Int., 145, 106156, 2020. 
2. Tanaka, D.✻, Fujiyoshi, S., Maruyama, F., Goto, M., Koyama, S., Kanatani, J., 
Isobe, J., Watahiki, M., Sakatoku, A., Kagaya, S., Nakamura, S. Size resolved 
characteristics of urban and suburban bacterial bioaerosols in Japan as 
assessed by 16S rRNA amplicon sequencing. Sci. Rep. 10, 12406, 2020. 
3. Sakatoku, A.✻, Ishikawa, M., Yamazaki, K., Nakamachi, T., Kamachi, H., 
Tanaka, D., Nakamura, S. Molecular Identification, Characterization, and 
Expression Analysis of a Metallothionein Gene from Septifer virgatus. Mar. 
Biotechnol. 22, 488-497, 2020. 
4. 田中仁志✻，西尾正輝，藤林恵，田中大祐. 湖沼におけるろ過浄化機能を有するイシガ
イ科二枚貝の定着化による環境再生保全. 用水と廃水, 62 (10), 64-70, 2020. 
（✻: Corresponding author） 
  











































日時：令和 2年 12月 21日(月)13:00－14:30 
講師：上田 潔 先生(東北大 名誉教授) 
演題：「X線自由電子レーザー利用研究の最先端」 
○化学分野 
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○生物圏科学分野 
日時：令和3年 1月 25日(月)13:00－14:00 




















2021年 1月 27日(水) 3-5限 (講師: 野崎) 
 ① デジタル信号の制御 
   LEDチカチカ 
 ② パルス幅変調(PWM)による出力のアナログ制御 
  ・LED調光 
  ・ロボットに用いられるサーボモーターの角度制御 
 ③ Time-of-Flight(ToF)による距離計測と Matplotlibを用いたグラフ描画 
  ・超音波センサーで距離測定 
 ④ シリアル通信の例 
  ・熱電対(クロメルーコンスタンタン)を使って温度計測 
  ・GPS情報の取得(時間があれば) 
 ⑤ CCDカメラからの画像取込みと画像処理の例 
  ・OpenCVを用いた画像処理 
さらに、修士・卒業論文作成で忙しい時期を避け 3 月中旬に、プログラミングの基礎、デ
ータ解析の基礎となる講座を Pythonや Excelで学ぶ下記の講座を開催した。 
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3/19(金) 3限 Raspberry Pi等を用いた実習成果発表会 
2名の学生が発表し質疑応答を行った。 
修士課程1年 山下堪太 「Pythonの機械学習を用いた画像の分類」 
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